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令和５年度第１回香美市ものづくり会議 会議録（要約） 

 

日 時：令和５年８月 31日（木）14：00～16：00 

場 所：香美市立中央公民館１階大ホール 

 

●会議の出欠 

出席委員 16名、欠席委員２名 

香美市関係者４名、事務局３名、傍聴者１名 

 

●分科会の報告 

（１）土佐山田フラフ 

・分科会の開催（１回） 

・第５回フラフのある風景フォトコンテスト開催報告 

・「土佐山田フラフ」関連活動の報告 

（２）物部川ブランド 

・分科会開催（１回） 

・「高系芋焼酎 神池」の販売 

・神池芋（高系４号芋）の栽培状況 

・ハチマキ大豆の調査 

（３）ふるさと納税 

・分科会開催（１回） 

・令和４年度ふるさと納税実績 

・第２回香美市ものづくり大賞の準備 

●（仮称）新農業分科会の設立について 

 ・設立の決定 

 

●意見交換 

【土佐山田フラフ分科会】 

・フォトコンテストを含めた分科会事業の更新を行う時期が来ているのではないか。 

・分科会の目的や KPI等目標設定の再確認を行うべき。 

・「土佐山田フラフ」認知度向上へ向けた取組と新商品開発について、今後取り組んで行く。 

 

【物部川ブランド分科会】 

・神池芋を使った新スイーツの開発 

・神池芋の栽培状況に関する研究について 

苗の栽培状況が悪天候のため悪く、安定した生産に向けたは更に２～３年研究が続く見込

み。併せて、芋の収量も今年は減少する見込み。 

 

【ふるさと納税分科会】 

・ものづくり大賞の応募数について、減少しないよう事業者の皆さまには応募してほしい。 
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・事業継承等について、行政にも相談窓口を設置してほしい。 

・「山」にちなんだ返礼品の設定について。植林へ寄付して、返礼品として育った木が貰える

仕組みなど用意できないか。 

 

【（仮称）新農業分科会】 

・農業も「ものづくり」の１つ。現存の分科会が、香美市のものづくりに関する課題について

議論する中で広まってきた経緯に沿って、新たに分科会を設け、農業施策に関する話し合い

の場を設けたい。 

・目的や具体性が見えてこない。農業施策に関する議論であれば、担当課で行うことが効率的

ではないか。 

・市の施策と分科会の目的は一致しているので、設立は決定とし、成果に期待する。 

 

（参考：会議の様子） 

 


